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ビスフェノール A（CAS no. 80-05-7） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 

○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

ビスフェノールＡの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験の報告において、エスト

ロゲン様作用、視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用を示すこと、試験管内試験の報告において、

エストロゲン作用、抗エストロゲン作用、アンドロゲン作用、抗アンドロゲン作用、抗甲状腺ホル

モン作用、抗プロゲステロン作用、ステロイド産生への影響を示すことが示唆された。 

 

(１)生態影響(魚類) 

 Hatefら(2012a)によって、ビスフェノールＡ0.2、20μg/Lの濃度(設定濃度)に２～３年齢から最

長 90日間ばく露した成熟雄キンギョ(Carassius auratus)への影響が検討されている。その結果

として、0.2μg/L 以上のばく露区で精液容量、精液中総精子細胞数、運動精子率の低値、肝臓

中エストロゲン受容体 β1 mRNA相対発現量、精巣中エストロゲン受容体 β2 mRNA相対発現

量の高値、0.2μg/Lのばく露区で精巣中 StAR mRNA 相対発現量の低値、20μg/Lのばく露区で

精液中精子密度、精子運動速度の低値、精巣中アンドロゲン受容体 mRNA 相対発現量、精巣

中 CYP19a mRNA相対発現量、精巣中エストロゲン受容体 β1 mRNA相対発現量、肝臓中エス

トロゲン受容体 β2 mRNA相対発現量、肝臓中ビテロゲニン mRNA相対発現量の高値が認めら

れた。 

想定されるメカニズム：エストロゲン様作用 

 Hatef ら(2012b)によって、ビスフェノールＡ0.61±0.03、4.5±0.70、11.01±0.55μg/L の濃度(測定

濃度)に２～３年齢から最長 30日間ばく露した成熟雄キンギョ(Carassius auratus)への影響が検

討されている。その結果として、0.61μg/L以上のばく露区で運動精子率、精子運度速度の低値、

0.61μg/Lのばく露区で血漿中 11-ケトテストステロン濃度の低値、11.01μg/Lのばく露区で血漿

中テストステロン濃度の低値、血漿中ビテロゲニン濃度の高値が認められた。 

想定されるメカニズム：エストロゲン様作用、視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用 

 Sun ら(2014)によって、ビスフェノールＡ６、20、60、200、600μg/L の濃度(設定濃度)に受精

後４時間から 44 日間ばく露したメダカ(Oryzias latipes)の全身中遺伝子発現への影響が検討さ

れている。その結果として、６μg/L以上のばく露区で雄 CYP11A mRNA相対発現量、雄 CYP11B 

mRNA相対発現量の低値、20μg/L以上のばく露区で雄 CYP17A mRNA 相対発現量、雄 CYP17B 

mRNA相対発現量、雄 CYP19A mRNA相対発現量、雄 CYP19B mRNA相対発現量の低値、雌

エストロゲン受容体 α mRNA 相対発現量の高値、20、60、200μg/L のばく露区で雌 CYP19A 

mRNA相対発現量の高値、20μg/Lのばく露区で雌アンドロゲン受容体 α mRNA相対発現量、
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雌 CYP17A mRNA相対発現量、雌 CYP17B mRNA相対発現量の高値、60μg/L以上のばく露区

で雌 CYP19B mRNA相対発現量、雄エストロゲン受容体 β mRNA相対発現量の低値、200μg/L

以上のばく露区で雄アンドロゲン受容体 α mRNA相対発現量、雌 CYP11A mRNA相対発現量、

雌 CYP11B mRNA相対発現量、孵化率、総生存率の低値、雌体重、雌 VTG2 mRNA相対発現量

の高値、200μg/Lのばく露区で雌体長の高値、600μg/Lのばく露区で雌雄 VTG1 mRNA相対発

現量、雄 VTG2 mRNA相対発現量の高値が認められた。 

想定されるメカニズム：エストロゲン様作用 

 Yokota ら(2000)によって、ビスフェノールＡ2.27、13.0、71.2、355、1,820μg/L の濃度(測定濃

度)に受精後数時間以内から孵化までばく露したメダカ(Oryzias latipes)への影響が検討されて

いる。その結果として、13.0μg/Lのばく露区で孵化までの所要日数の遅延が認められた。 

また、ビスフェノールＡ2.27、13.0、71.2、355、1,820μg/Lの濃度(測定濃度)に受精後数時間

以内からばく露を継続し孵化 60 日間後までばく露したメダカ(O. latipes)への影響が検討され

ている。その結果として、1,820μg/Lのばく露区で雄性比(表現型)、体長、体重の低値、精巣卵

の出現が認められた。 

想定されるメカニズム：エストロゲン様作用 

 Lee ら(2002)によって、ビスフェノールＡ５、50、100、200、500μg/Lの濃度(設定濃度)に 144

時間ばく露した成熟雄メダカ(Oryzias latipes)への影響が検討されている。その結果として、

50μg/L以上のばく露区で肝臓中コリオゲニン L mRNA発現、200μg/L以上のばく露区で肝臓中

コリオゲニン H mRNA発現が認められた。 

想定されるメカニズム：エストロゲン様作用 

 Mihaich ら(2012)によって、ビスフェノールＡ1.19、13.4、52.8、130、567μg/Lの濃度(測定濃度)

に約 120 日齢から 164 日間ばく露したファットヘッドミノー(Pimephales promelas)への影響が

検討されている。その結果として、52.8μg/L以上のばく露区で雄及び雌血漿中ビテロゲニン濃

度の高値、130μg/L以上のばく露区で雄生殖腺細胞に占める精母細胞率、雄生殖腺細胞に占め

るライディッヒ細胞率の低値、567μg/Lのばく露区で雄生存率、雌生殖細胞に占める初期卵黄

形成期での卵胞率の低値が認められた。 

想定されるメカニズム：エストロゲン様作用 

 Li ら(2012)によって、ビスフェノールＡ10、30、100、300、1,000μg/L の濃度(設定濃度)に 15

日間ばく露した幼若キンギョ(Carassius auratus)への影響が検討されている。その結果として、

100μg/L以上のばく露区で雄血漿中ビテロゲン濃度の高値が認められた。 

想定されるメカニズム：エストロゲン様作用 

 Staples ら(2011)によって、ビスフェノールＡ10、100、320、640μg/Lの濃度(設定濃度)に受精後

24 時間未満から孵化 32 日後まで 36 日間ばく露したファットヘッドミノー(Pimephales 

promelas)への影響が検討されているが、孵化率、生存率、体長、体重、全身中ビテロゲニン濃

度には影響が認められなかった。 

また、ビスフェノールＡ１、16、160、640、1,280μg/Lの濃度(設定濃度)に 122日齢から 286

日齢までばく露した成熟 F0雌雄ファットヘッドミノー(P. promelas)への影響(164日齢から交配

試験開始)が検討されている。その結果として、160μg/L以上のばく露区で雄血漿中ビテロゲニ

ン濃度の高値、640μg/L以上のばく露区で雄及び雌生殖腺体指数の低値、1,280μg/Lのばく露区

で日毎産卵数の低値が認められた。 

また更に、ビスフェノールＡ１、16、160、640μg/L の濃度(設定濃度)に産卵後(上記 F0が産

卵)から306日齢までばく露したF1雌雄ファットヘッドミノー(P. promelas)への影響(150日齢か
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ら交配試験開始)が検討されている。その結果として、160μg/L以上のばく露区で雄及び雌血漿

中ビテロゲニン濃度の高値、640μg/L以上のばく露区で孵化率、60日齢生存率、日毎産卵数の

低値が認められた。 

また更に、ビスフェノールＡ１、16、160、640μg/L の濃度(設定濃度)に産卵後から 60 日齢

までばく露した F2 雌雄ファットヘッドミノー(P. promelas)への影響(150 日齢から交配試験開

始)が検討されている。その結果として、160μg/L以上のばく露区で孵化率の低値が認められた。 

想定されるメカニズム：エストロゲン様作用 

 Tabata ら(2004)によって、ビスフェノールＡ100、200、500、1,000μg/L の濃度(設定濃度)に５

週間ばく露した成熟雄メダカ(Oryzias latipes)への影響が検討されている。その結果として、

500μg/L以上のばく露区で血清中ビテロゲニン濃度の高値が認められた。 

想定されるメカニズム：エストロゲン様作用 

 Kangら(2002)によって、ビスフェノールＡ837±134、1,720±184、3,120±574μg/Lの濃度(測定濃

度)に 21日間ばく露した成熟雌雄メダカ(Oryzias latipes)への影響が検討されている。その結果

として、837μg/L以上のばく露区で精巣卵の出現、3,120μg/Lのばく露区で雄肝臓中ビテロゲニ

ン濃度の高値が認められた。なお、総産卵数、受精率、雄及び雌生殖腺体指数、雄及び雌肝臓

体指数には影響は認められなかった。 

想定されるメカニズム：エストロゲン様作用 

 van den Belt ら(2003)によって、ビスフェノールＡ40、200、1,000μg/Lの濃度(設定濃度)に３週

間ばく露した幼若ニジマス(Oncorhynchus mykiss)への影響が検討されている。その結果として、

1,000μg/Lのばく露区で血漿中ビテロゲニン濃度の高値が認められた。 

また、ビスフェノールＡ40、200、1,000μg/Lの濃度(設定濃度)に３週間ばく露した成熟雄ゼ

ブラフィッシュ(Danio rerio)への影響が検討されている。その結果として、1,000μg/Lのばく露

区で血漿中ビテロゲニン濃度の高値が認められた。 

想定されるメカニズム：エストロゲン様作用 

 Shioda とWakabayashi (2000)によって、ビスフェノールＡ0.3、１、３、10μM(=68.4、228、684、

2,280μg/L)の濃度(設定濃度)に２週間ばく露した成熟雌雄メダカ(Oryzias latipes)への影響が検

討されている。その結果として、10μM(=2,280μg/L)のばく露区で総産卵数、孵化率の低値が認

められた。 

想定されるメカニズム：その他の作用(毒性影響の可能性もあり)、視床下部―下垂体―生殖

腺軸への作用 

 Chow ら(2013)によって、ビスフェノールＡ525、2,010、2,620、3,930μg/L の濃度(設定濃度)に

受精直後から 96時間ばく露したゼブラフィッシュ(Danio rerio)胚への影響が検討されている。

その結果として、3,930μg/Lのばく露区で全身中ビテロゲニン mRNA相対発現量の高値が認め

られた。 

ビスフェノールＡ804、2,010、4,020、6,030μg/Lの濃度(設定濃度)に受精直後から 96 時間ば

く露したゼブラフィッシュ(D. rerio)卵稚仔への影響が検討されている。その結果として、

6,030μg/Lのばく露区で全身中ビテロゲニン mRNA相対発現量の高値が認められた。 

想定されるメカニズム：エストロゲン様作用 

 Schiller ら(2014)によって、ビスフェノールＡ8,000μg/L の濃度(設定濃度)に孵化後７日目から

７日間ばく露したメダカ(Oryzias latipes)への影響が検討されている。その結果として、アロマ

ターゼ b mRNA相対発現量、エストロゲン受容体 2α RNA相対発現量、ラノステロールシンタ

ーゼ mRNA相対発現量の低値、メバロン酸ジカルボキシラーゼ mRNA相対発現量の高値が認
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められた。 

想定されるメカニズム：エストロゲン様作用 

 Yamaguchi ら(2005)によって、ビスフェノールＡ800、8,000μg/Lの濃度(設定濃度)に８時間ばく

露した成熟雄メダカ(Oryzias latipes)への影響が検討されている。その結果として、8,000μg/L

のばく露区で肝臓中エストロゲン受容体 α mRNA相対発現量、肝臓中ビテロゲン II mRNA相

対発現量の高値が認められた。 

想定されるメカニズム：エストロゲン様作用 

 

(２)生態影響(両生類) 

 Levy ら(2004)によって、ビスフェノールＡ0.01、0.1μM(=2.28、22.8μg/L)の濃度(設定濃度)に

Nieuwkoop-Faber stage 42/43 から 120日間ばく露したアフリカツメガエル(Xenopus laevis)への

影響が検討されている。その結果として、0.1μM(=22.8μg/L)のばく露区で雄性比の低値が認め

られた。 

また、ビスフェノールＡ0.01、0.1、１μM(=2.28、22.8、228μg/L)の濃度 (設定濃度 )に

Nieuwkoop-Faber stage 42/43 から 120日間ばく露したアフリカツメガエル(X. laevis)への影響が

検討されている。その結果として、0.1μM(=22.8μg/L)のばく露区で雄性比の低値が認められた。 

また、ビスフェノールＡ0.1μM(=22.8μg/L)の濃度(設定濃度)に Nieuwkoop-Faber stage 50 から

14 日間ばく露したアフリカツメガエル(X. laevis)への影響が検討されている。その結果として、

全身中エストロゲン受容体 mRNA相対発現量の高値が認められた。 

想定されるメカニズム：エストロゲン様作用 

 

(３)抗アンドロゲン作用 

 Jollyら(2009)によって、ビスフェノールＡ0.00000001、0.000001、0.0001、0.01、１μM(=0.00000228、

0.000228、0.0228、2.28、228μg/L)の濃度に 48 時間ばく露(5α-ジヒドロテストステロン 10nM 共

存下)したイトヨ腎臓細胞(5α-ジヒドロテストステロンばく露により腎臓肥大が認められた成

熟雌由来)への影響が検討されている。その結果として、0.01μM(=2.28μg/L)の濃度でスピギン

発現誘導に対する阻害が認められた。 

 Lee ら(2003)によって、ビスフェノールＡ0.01、0.1、１、10μM(=22.8、228、2,280μg/L)の濃度

に 24時間ばく露(テストステロン 10nM共存下)したマウスセルトリ細胞 15p-1(アンドロゲン受

容体を発現)によるレポーターアッセイ(アンドロゲン応答配列をもつレポーター遺伝子導入

細胞を用いたルシフェラーゼ発現誘導 )が検討されている。その結果として、 IC50 値

0.08μM(=18.2μg/L)の濃度でルシフェラーゼ発現誘導に対する阻害が認められた。 

また、ビスフェノールＡ0.001、0.01、0.1、１、10μM(=0.228、2.28、22.8、228、2,280μg/L)

の濃度に 24 時間ばく露(テストステロン 10nM 共存下)したヒト肝臓がん細胞 HepG2(アンドロ

ゲン受容体を発現)によるレポーターアッセイ(アンドロゲン応答配列をもつレポーター遺伝

子導入細胞を用いたルシフェラーゼ発現誘導)が検討されている。その結果として、IC50 値

0.318μM(=72.6μg/L)の濃度でルシフェラーゼ発現誘導に対する阻害が認められた。 

また、ビスフェノールＡ0.1、１、10、100μM(=22.8、228、2,280、22,800μg/L)の濃度に 3 時

間ばく露(テストステロン 10nM 共存下)した酵母(アンドロゲン受容体を発現)によるレポータ

ーアッセイ(アンドロゲン応答配列をもつレポーター遺伝子導入細胞を用いた β-ガラクトシダ

ーゼ発現誘導)が検討されている。その結果として、IC50値 1.8μM(=411μg/L)の濃度で β-ガラク

トシダーゼ発現誘導に対する阻害が認められた。 
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 Xu ら(2005)によって、ビスフェノールＡ0.1、１、10μM(=22.8、228、2,280μg/L)の濃度に 24時

間ばく露(5α-ジヒドロテストステロン 1nM 共存下)したアフリカミドリザル腎臓細胞 CV-1(ヒ

トアンドロゲン受容体を発現)によるレポーターアッセイ(アンドロゲン応答配列をもつレポ

ーター遺伝子導入細胞を用いたクロラムフェニコールトランスフェラーゼ蛋白質発現誘導)が

検討されている。その結果として、0.1μM(=22.8μg/L)以上の濃度でクロラムフェニコールトラ

ンスフェラーゼ蛋白質発現誘導に対する阻害が認められた。 

 Teng ら(2013)によって、ビスフェノールＡ0.01 から 100μM(=2.28から 22,800μg/L)の濃度に 24

時間ばく露(R1881 0.5nM 共存下)したアフリカミドリザル腎臓細胞 CV-1(アンドロゲン受容体

を発現)によるレポーターアッセイ(アンドロゲン応答配列をもつレポーター遺伝子導入細胞

を用いたルシフェラーゼ発現誘導 )が検討されている。その結果として、 IC50 値

2.34μM(=534μg/L)の濃度でルシフェラーゼ発現誘導に対する阻害が認められた。 

 Sohoni と Sumpter (1998)によって、ビスフェノールＡ0.01 から 100μM(=2.28 から 22,800μg/L)

の濃度に 24 時間ばく露(5α-ジヒドロテストステロン 1.25nM 共存下)した酵母(ヒトアンドロゲ

ン受容体を発現)によるレポーターアッセイ(アンドロゲン応答配列をもつレポーター遺伝子

導入細胞を用いた β-ガラクトシダーゼ発現誘導)が検討されている。その結果として、IC50 値

約 10μM(=2,280μg/L)の濃度でルシフェラーゼ発現誘導に対する阻害が認められた。 

 

(４)抗甲状腺ホルモン作用 

 Moriyamaら(2002)によって、ビスフェノールＡ0.001、0.01、0.1、１、10、100M(=0.228、2.28、

22.8、228、2,280、22,800μg/L)の濃度に８時間ばく露(トリヨードサイロニン３nM 共存下)した

ヒト腎臓細胞 TSA201(ヒト胚由来、ヒト甲状腺ホルモン受容体 α1 又は β1 を発現)によるレポ

ーターアッセイ(甲状腺ホルモン応答配列をもつレポーター遺伝子導入細胞を用いたルシフェ

ラーゼ発現誘導)が検討されている。その結果として、１μM(=228μg/L)以上の濃度でルシフェ

ラーゼ発現誘導に対する阻害が認められた。 

 Ishiharaら(2003)によって、ビスフェノールＡ８μM(=1,820μg/L)の濃度でニホンウズラ血清由来

精製トランスサイレチンを用いた結合阻害試験が検討されている。その結果として、トリヨー

ドサイロニン 0.1nM に対する結合阻害が認められた。 

なお、ビスフェノールＡ１μM(=228μg/L)の濃度で由来甲状腺ホルモン受容体 βリガンド結合

ドメインを用いた結合阻害試験が検討されているが、トリヨードサイロニン 0.1nM に対する

結合阻害は認められなかった。 

 

(５)ステロイド産生への影響 

 Kim ら(2010)によって、ビスフェノールＡ0.1、１、10μM(=22.8、228、2,280μg/L)の濃度に最長

72 時間ばく露したラットライディッヒ細胞 RC2 への影響が検討されている。その結果として、

0.1μM(=22.8μg/L)以上の濃度でテストステロン産生量(24時間)の低値、アロマターゼ mRNA相

対発現量(24 時間)、アロマターゼ相対発現量(72 時間)、細胞増殖率(テストステロン 0.1μM 共

存下、72時間)、シクロオキシゲナーゼ-2 mRNA相対発現量(16時間)、プロスタグランジン E2

産生量(24時間)、cAMP 産生量(18時間)の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：抗アンドロゲン作用 

 Zhou ら(2008)によって、ビスフェノールＡ0.1、１、10、100μM(=22.8、228、2,280、22,800μg/L)

の濃度に 48時間ばく露したラット卵巣莢膜及び間質細胞(幼若雌 SDラット由来)への影響が検

討されている。その結果として、0.1μM(=22.8μg/L)以上の濃度でテストステロン産生量、P450scc 
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mRNA相対発現量の高値、0.1、10、100μM(=22.8、2,280、22,800μg/L)の濃度で P450c17 mRNA

相対発現量の高値、10μM(=2,280μg/L)以上の濃度で StAR mRNA相対発現量の高値が認められ

た。 

また、ビスフェノールＡ0.1、１、10、100μM(=22.8、228、2,280、22,800μg/L)の濃度に 48

時間ばく露したラット卵巣顆粒膜細胞(幼若雌 SD ラット由来)への影響が検討されている。そ

の結果として、0.1、１、10μM(=22.8、228、2,280μg/L)の濃度でプロゲステロン産生量の高値(た

だし、100μM では低値)、１μM(=228μg/L)以上の濃度でエストラジオール産生量、P450arom 

mRNA相対発現量の低値、１、10μM(=228、2,280μg/L)の濃度 P450scc mRNA 相対発現量の高

値、100μM(=22,800μg/L)の濃度で StAR mRNA相対発現量の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：抗エストロゲン作用、アンドロゲン作用 

 Nikulaら(1999)によって、ビスフェノールＡ0.1、１、10、100μM(=22.8、228、2,280、22,800μg/L)

の濃度に 48時間ばく露(前処理として培養後、ヒト絨毛性ゴナドトロピン 10mIU/mL共存下で

更に３時間培養)したマウスライディッヒ腫瘍細胞 mLTC-1 への影響が検討されている。その

結果として、0.1μM(=22.8μg/L)以上の濃度で c-AMP 産生量の低値、１μM(=228μg/L)以上の濃度

でプロゲステロン産生量の低値が認められた。 

想定される作用メカニズム：抗プロゲステロン作用 

 Zhang ら(2011)によって、ビスフェノールＡ0.039、0.156、0.625、2.5、10、40μM(=2.2、8.9、

35.6、143、571、2,280、9,120μg/L)の濃度に 30 分間ばく露したヒト副腎皮質がん細胞 H295R

への影響が検討されている。その結果として、10μM(=2,280μg/L)以上の濃度で 17β-エストラジ

オール代謝速度の低値が認められた。 

想定される作用メカニズム：ステロイド産生への影響 
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